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住民お披露目企画・特別体験教室（第３弾）の
参加者を募集します！

『西湖いやしの里　根場』

　西湖いやしの里では、地域の方々に気軽に里を訪れ親しんでいただ

くために、各棟の特色を活かした住民向けの特別体験教室を昨年末か

ら実施し、多くの方々の参加とご好評をいただいています。

　今回、第３弾の教室で現在営業している5棟の飲食・工芸の体験が一

巡しますが、次回の体験教室ではこれから新たに出店の工房なども含

め、さらに充実した内容で地域の皆様に楽しんでいただきたいと思っ

ています。

「いやしの里　漬け物コンテスト」参加者募集！
　2006年7月15日に第1期オープンした「西湖いやしの里 根場」では、40年前の茅葺き民家を再現した集落の棟々

を利用し、来訪者の皆様に懐かしい日本人の暮らしの味わいを満喫していただくとともに、後世に伝えてゆくべ

き地域の工芸技術、伝統文化・風俗をテーマに資料展示、体験工房、飲食、物産販売などを行い、地域文化の再生や

地域の振興を目指していこうと計画しています。

　町では、西湖いやしの里根場にふさわしい「味わい深い漬け物」をお客様に提供するため、漬け物の納入および

棟内での実演加工または漬け物レシピの提供をしていただける方を募集し、本コンテストを行います。

　つきましては、いやしの里での販売を希望しこのコンテストで味を競う参加者を募集いたします。プロ・アマ、

個人・法人を問いません。あなたが普段ご自宅で漬けている自慢の漬物を試してみませんか？どなた様もお気軽

にご参加ください！

大石紬・草木染
め手織り

いやしの里大石紬
と布の館、大石紬
伝統工芸館

４月上旬～(全７日)草木染めの原料を自分の手で野山か
ら採取し、染め上げた横糸を使い約
１ｍのタペストリー(テーブルクロ
ス)を手織りする本格的な内容。
費用：10,000円(駐車･入館料含む) 
定員：５名

体験メニュー 内　　　　容 実施施設 日時(期間)

１

こだわりそば
の手打ち体験
教室

いやしの里資料館、
体験棟厨房
集合：そば店
　　　「而今庵」　　

３月２７日(火)
　　 10時～15時頃

ご存知、いやしの里そば名店「而今
庵(じこんあん)」店主の久保田氏指
導によるそば打ち教室(持ち帰りの
そばあり)。
費用：2,000円(駐車･入館料含む)
持ち物：手ぬぐい、エプロン、ボール (大きめ
)
定員：６名

２

※2月17日実施の同教室が即日定員に達
　したため急遽2回目を実施します

●今回募集の体験メニューの詳細は以下の表のとおりです。

１．コンテスト実施方法
　　コンテストは書類選考の［第1次審査］と、実際に漬け物の

　　味を競う［第2次審査］の2段階審査にて行います。

　［第１次審査］

　　　参加申込書に必要事項をご記入の上、

　　町役場まで4月5日必着で応募して下さい。

　　第1次審査通過者10名には、第2次審査へ

　　の参加のご案内（1次審査通過通知）をお送

　　りいたします。

　［第2次審査］

　　　4月20日　西湖いやしの里根場において

　　実施いたします。実際に漬け物を出してい

　　ただき、審査員の投票による得票数等で順

　　位を決定します。

２．賞
　1位…10万円　　

　2位…5万円　　

　3位以下（第2次審査参加賞）・1万円

３．申し込み方法
　　下記のお問合せ先までご連絡下さい。

　実施要項・参加応募用紙をお送りいたします

　ので、ご記入の上お申し込み下さい。

４．実施主体
　富士河口湖町・西湖いやしの里根場

５．審査
　審査員（富士河口湖町長、他）

　審査基準・味・その他（独創性など）

富士河口湖町船津1700番地　町役場観光課　担当事務局：外川、小佐野
TEL:72-3168　FAX:72-2817　E-mail:kanko@town.hujikawaguchiko.lg.jp

お申し込み、お問い合わせ

……………………………………………………………

☆手打ちそばの店「而今庵」では、パートの方を募集しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくはTEL.080-6673-1711までお問い合わせ下さい。
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みんなの生涯学習みんなの生涯学習みんなの生涯学習
みなさんのやる気を

応援します!

お申込み：生涯学習課(TEL72－6053　FAX73－1358) 協会事務局（生涯学習課内）℡72－6053まで。

押し花で風景画ができるってホント？？来年度は本格に

実施予定！！その前にこの教室へ参加しよう。楽しく美し

い押し花の世界へあなたを招待します…。

日本のとなりの国・韓国と中国。同じアジアの国の料
理を作ってみませんか！？簡単だけどおいしい本格中
華料理＆韓国料理で「食」を通しての異文化交流をし
ましょう。その他、お楽しみ企画もあります。ぜひご
参加ください。

「めだかの学校」は町民の皆さんがいろんな機会に様々な場所で、それぞれの学習活動を進めていけるために創設し

た補助金制度です。原則として新たに結成された団体の支援を目的としています。以下の内容をよく読んでお申込み

ください。

お問い合わせは、生涯学習課【TEL72－6053　FAX73－1358】までお願いします。

「めだかの学校」 申請団体募集のお知らせ「めだかの学校」 申請団体募集のお知らせ「めだかの学校」 申請団体募集のお知らせ

①団体の人数は富士河口湖町在住の方が5名以上でなおかつ町在住の方が半数以上であること。

②団体の結成年が申請年度から5年未満の団体であること。

③団体の活動場所が富士河口湖町であること。

④団体の活動期間が年間を通して6回以上であること。

補助金の支給は1団体に最高3年までとする。

1団体につき2万円まで。

主として講師謝礼に使用するものとする。

所定の申請書に必要事項を記入して生涯学習課へ提出してください。補助基準を満たしているか

審査し（応募団体多数の場合は抽選とします）、学習終了後に実績報告書を提出してもらい、実績に

基づいて補助金を交付します。

補助団体の条件

補助金の限度

補 助 内 容

申 請 方 法

補 助 金 額

ふしぎな不思議な！？

押し花教室押し花教室押し花教室

3月16日(金)、3月23日(金)

１４：００～１６：００

中央公民館

中学生以上の方

全2回で2000円

はさみ、ティッシュペーパー、ごみ袋、

筆記用具、カッター

金子政子先生

15名（定員になり次第締め切ります）

日 　 時

場 　 所

対 　 象

費 　 用

持 ち 物

講 　 師

定 　 員

富士河口湖町国際交流協会事業

～つくって楽しむ～

みんなでアジアンクッキング
～つくって楽しむ～

みんなでアジアンクッキング
～つくって楽しむ～

みんなでアジアンクッキング

3月18日(日)　11:00スタート

　（時間前にはお集まりください）

中央公民館調理室

500円(協会会員、小学生以下は無料)

エプロン

50名(なり次第締め切ります)

3月5日より受け付けます。

日 　 時

場 　 所

持 ち 物

費 　 用

定 　 員

申 込 み

＊イベント当日の協会入会も大歓迎！
　　　　　　　お気軽にお問い合わせください。
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それいけ!それいけ!それいけ!
みんなの教育委員会
生涯学習課
TEL 72-6053
 FAX 73-1358

お申込み・お問い合わせ：生涯学習課（TEL72－6053　FAX73－1358）まで。

1

2

3

4

5

6

7

8

休日

4月3日(火)～5日(木)13:30～15:30

4月3日(火)～5日(木)19:00～21:00

4月10日(火)～12日(木)13:30～15:30

4月10日(火)～12日(木)19:00～21:00

4月17日(火)～19日(木)13:30～15:30

4月17日(火)～19日(木)19:00～21:00

4月24日(火)～26日(木)13:30～15:30

4月24日(火)～26日(木)19:00～21:00

4月14日(土)～15日(日)13:00～16:00

パソコンの本格的な基礎を習得しましょう。

ワードを使って読みやすい文書を
　　　　　　　　　　　　　作りましょう。

エクセルを使って表計算をしてみましょう。

メールの送受信も学びます。

エクセル入門受講者におすすめ。

ちょっと難しいアクセスに挑戦。

コ ー ス 日　　　時 内　　　容No.

＊受講料は平日講座2000円、休日講座3000円です。2名以上で講座を開催いたします。
＊前日・当日のお申込みは受け付けません。お早めにお申込みください。

中央公民館パソコン教室中央公民館パソコン教室わかりやす
い！

パソコン入門(昼)

パソコン入門(夜)

ワ ード 入 門 (昼 )

ワ ード 入 門 (夜 )

エクセル入門(昼)

エクセル入門(夜)

インターネット入門(昼)

エクセルレベルアップ(夜)

デ ータベ ース入 門

悩んでいること、困っていること…どんな小さなことでも構いません。ぜひお話してください。女性相談員がお話を伺い

ます。相談内容・個人情報などの秘密は厳守いたしますので安心してご相談ください。

買ったけど使っていない、使い方がわからない…あなたの家に眠る大正琴を演奏してみましょう。初心者大歓迎、大正琴

の魅力にふれてみるチャンスです☆

お問い合わせ・申込み…生涯学習課(TEL７２－６０５３　FAX７３－１３５８)

お申込み・お問い合わせは、生涯学習課【TEL72－6053　FAX73－1358】まで！！

女性なんでも相談女性なんでも相談女性なんでも相談

今月の相談日は３月１４日(水)、３月２８日(水)　１３:３０～です。
場所：中央公民館

＊事前のお申込みが必要です。相談希望の方は下記電話番号へお電話ください。

響かせよ
う！！ 日本

古来の音
色

手と頭をつかって大正琴を楽しもう！！手と頭をつかって大正琴を楽しもう！！手と頭をつかって大正琴を楽しもう！！

3月22日(木)　14：00～16：00

中央公民館

無料

大正琴　(楽器はご自身でご用意いただきます。)

日　時

場　所

費　用

持ち物
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富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

西湖コウモリ穴コウモリ越冬調査2月の様子

ビオトープのモニタリングとアシ刈り

　前号で途中経過を報告しましたが、2月１５日に調査した様子を報告します。この日もキクガシラ

コウモリ２７頭、モモジロコウモリ２頭が確認され、これらはこれまでで最も多かった1月３０日と同じ

数でした。しかし、その位置は若干移動していて時々起きては再び眠るのを繰り返しているので

はと考えられました。左の写真のキクガシラコウモリのように、完全に眠っていて顔の見えない個

体と、半分寝ていて顔がはっきり見える個体がいました。モモ

ジロコウモリは狭い割れ目にもぐりこみ２頭仲良く並んで冬眠

していて、何ともほほえましい光景でした（写真右）。また、１２

月には連続して見られ１月３０日だけ見られなかったウサギコウ

モリがこの日は１頭見つかり、完全に眠っていましたので腕に

番号付の赤い管をつけて区別できるようにしました。一方、この冬は１２月から連続して

見られたコキクガシラコウモリは残念ながら見つかりませんでした。

　また、このところの暖かさと前日の大雨で氷筍がとけてしまったのではと、心配されましたが、コウモリ穴の入り口付近だ

けに数十本残っていました。しかし、この冬の異常な暖かさが、生き物だけでなく自然全体に今後どのような影響を与えて

いるかが心配されます。

　今年度６回目のビオトープのモニタリングと、毎年１回行っているアシ刈りが２月１３日に、自然再生研究会の代表江成・角田

両君とボランティアの桜井君の３名に協力してもらい行われました。２ヶ月に１回行っているモ

ニタリングは、大池公園と美術館のビオトープの各３ヶ所の水生昆虫を定期的に調べて、水生

昆虫だけでなく水質の変化も知ろうと行っているもので、ゲンジボタルやその幼虫の餌とな

るカワニナの定着の様子も同時に観察しています。

　大池公園ビオトープは、水路にクレソンが繁茂しカワニナの餌となっているようでした。池

の方は、昨年表面が１０ｃｍ位凍っていたのが、今年は薄氷程度で暖冬の影響を感じました。３

ヶ所とも１２月の結果と変わらない種類が確認され、年間で最も少ない時期なので個体数も

多くはありませんでしたが、ヒメゲンゴロウも見られました。午後行ったアシ刈りの時にオオヨシキリの巣も見つかり、はた

から見ると単なるアシの藪に見える場所でも、面積が狭いながらもアシがまとまってあれば、こうした鳥のすみかになって

いることが明らかになりました。この日も冬鳥のジョウビタキという鳥が、我々にナワバリを荒ら

されるのではないかと近づいてきていました。

　美術館ビオトープの方は、水温が１０度を超えるほど暖かく、いつもと同じようにカワゲラやト

ビケラ、カワニナも少ないながら確認されました。下流のアシやガマ、ススキの群落を残してあ

る場所のススキの群落で昨年同様カヤネズミの巣を見つけました(写真)。大池公園のオオヨシ

キリの巣は、カップ状で上半分がありませんが、カヤネズミの巣は球形に葉が巻いてあり小さな

穴が１ヶ所開いているのが特徴です。全国的に、このようなススキやアシの群落が少なくなり、

カヤネズミも希少なネズミになっています。

　午後には年１回行っているアシ刈りを行いました。美術館ビオトープの上流は、美術館の職員

の方が手入れして下さっていましたのでススキなど背の高い草だけ刈り、下流のアシ群落は水路沿いのみを刈りましたが、

ここだけで軽トラック１台分になりました。

　大池公園の方も、水路の方は公園管理の方のご協力で背の高い草をすでに刈っていただいていましたので、池の方を刈

りました。昨年は試しに池の上流半分を刈って下流の半分を残してみましたが６月には同じように２ｍ程になっていましたの

で、今年は全部刈ることにし、中央にたまったアシの残骸も片付けました。

　４月からは八木崎公園と大石公園も含めた４つのビオトープの特性を生かしながら、ホタルも含めた里山環境の再生と維

持が出来るよう自然再生研究会の人たちと共同でさらに一歩進め行きたいと考えておりますので、皆様のご理解とご協力

をお願いいたします。
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社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

『
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
』
を
紹
介

� 

福
祉
機
器(

車
イ
ス)

の
貸
出
し

� 

マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

対
象

対
象

内
容

内
容

　
富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
２

月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
月
間

に
あ
わ
せ
て
、
町
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、

福
祉
作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
作
文
１
５
９

点
、
ポ
ス
タ
ー
４
８
５
点
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
過
日
、
社
協
役
員
や
河
口
湖
美
術
部(

絵
画

サ
ー
ク
ル)

に
よ
る
審
査
に
お
い
て
、
優
秀
作

品
を
選
出
し
ま
し
た
。
入
選
者
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
入
選
者
の
表
彰
は
、
３
月
29
日
（
木
）
に
行
わ

れ
る
「
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
の
集
い
」
の

席
上
に
て
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
も
、
河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
ベ
ル
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
す
べ
て

の
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
最
優
秀
賞
】
　

小
学
生
の
部 

 

渡
辺 

伊
織 

 

（
小
立
小
５
年
）

中
学
生
の
部 

 

小
石
川 

俊
文
（
勝
山
中
３
年
）

【
優
秀
賞
】

小
学
生
の
部
　

　
古
屋
　
慶
人
（
小
立
小
１
年
）

　
渡
辺
　
　
怜
（
大
嵐
小
３
年
）

中
学
生
の
部

　
山
崎
　
瑞
貴
（
北
中
２
年
）

　
堀
内
　
真
純
（
北
中
２
年
）

【
最
優
秀
賞
】

　　
　

【
優
秀
賞
】

三
浦
友
大
（
西
浜
小
１
年
）
、
古
屋
貴
嗣
（
小
立

小
２
年
）
、
安
達
麻
耶
（
小
立
小
３
年
）
、
山
本 

勇
輝
（
小
立
小
４
年
）
、
橋
戸
眞
子
（
小
立
小
５

年
）
、
三
浦
大
和
（
西
浜
小
６
年
）
、
外
川
渓
（
湖

南
中
１
年
）
、
小
林
香
穂
（
勝
山
中
２
年
）
、
流
石 

雅
（
勝
山
中
３
年
）

【
佳
　
作
】

三
浦
哲
平
（
西
浜
小
１
年
）
、
渡
辺
智
香
（
小
立

小
１
年
）
、
宮
下
紅
葉
（
西
浜
小
２
年
）
、
常
盤 

奈
々
（
西
浜
小
２
年
）
、
在
原
も
も
か
（
勝
山
小

３
年
）
、
古
谷
旭
（
小
立
小
４
年
）
、
山
崎
優
花

（
河
口
小
５
年
）
、
渡
辺
千
夏
（
小
立
小
６
年
）
、

外
川
仁
美
（
船
津
小
６
年
）
、
杉
山 

奈
（
湖
南
中

１
年
）・
流
石
理
沙
（
勝
山
中
１
年
）・
山
中
信
（

湖
南
中
１
年
）
、
朝
野
学
（
西
浜
中
２
年
）

 

　
町
社
協
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ロ
ビ
ー
登
録

団
体
及
び
個
人
が
一
堂
に
会
し
、
相
互
の
交
流

や
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
福
祉
の
集
い
と
合

わ
せ
て
『
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
の
集
い
』

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
集
い
は
、
登
録
者
が
交

替
で
運
営
を
行
い
、
今
回
は
、
フ
ラ
ワ
ー
リ
ン

グ
（
渡
辺
も
と
子
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
、
企
画
か

ら
担
当
い
た
し
ま
す
。

　
町
内
の
方
で
、
関
心
の
あ
る
方
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
費
は
、
無
料
。

　
日
　
時
…
平
成
19
年
３
月
29
日
（
木
）

　
　
　
　
　
12
時
55
分
～
14
時
50
分

　
　
　
　
　
（
受
付
　
12
時
40
分
）

　
場
　
所
…
富
士
河
口
湖
町
勝
山
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
さ
く
や
ホ
ー
ル

　
内
　
容
…
う
つ
病
に
つ
い
て
考
え
る

　
講
　
師
…
回
生
堂
病
院
　
佐
々
木
重
雄
先
生

　
問
合
せ
…
町
社
協
（
電
話
７
２
‐
１
４
３
０
）

　
町
立
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
で
、
１
月
29
日

（
月
）
に
、
小
立
小
学
校
内
を
使
っ
て
体
験
学
習

を
開
催
。
当
日
は
、
小
立
小
４
年
生
（
76
名
）
が
、

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ア
イ
マ
ス
ク
・
車
イ

ス
・
点
字
機
を
使
っ
て
の
福
祉
体
験
を
実
施
。

点
字
指
導
に
は
、
点
訳
サ
ー
ク
ル
『
ス
カ
ラ
』
の

皆
さ
ん
、
ア
イ
マ
ス
ク
・
車
イ
ス
は
、
社
協
職
員

が
対
応
。

　
児
童
か
ら
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、「
経
験
し
て

気
が
つ
い
た
事
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
自
分
が

で
き
る
事
は
、
声
を
か
け
て
助
け
て
あ
げ
た

い
。
」
と
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
先
月
号
よ
り
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

紹
介
を
、
順
次
、
行
っ
て
お
り
、『
在
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
』
の
続
き
を
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
す
べ
て
申
請
が
必
要
で
す
。

　
問
合
せ
先
　
（
電
話
７
２
ー
１
４
３
０
）

・
町
在
住
で
介
護
が
必
要
な
方
。

・
車
イ
ス
を
貸
し
出
し
ま
す
。
無
料
。
貸
与

　
は
、
原
則
と
し
て
３
ヶ
月
間
。

・
78
歳
以
上
の
方
。

　
（
希
望
者
は
、
当
日
各
地
区
で
受
付
）

・
敬
老
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
年
１
回
、

　
針
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
湖
岳
部
会

　
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

　
地
区
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
で
、
針
と
マ
ッ
サ
ー

　
ジ
治
療
の
無
料
サ
ー

　
ビ
ス
を
実
施
。

※
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
こ
こ
に
掲
載
し

　
た
他
に
も
あ
り
ま
す
。
他
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

　
次
回
よ
り
順
次
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

〔
そ
の
２
〕

『
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
交
流
の
集
い
』
開
催

小
立
小
４
年
生

 
 

「
福
祉
を
考
え
よ
う
」
と
体
験
学
習

第
４
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ポ
ス
タ
ー

第
４
回
　
福
祉
作
文

小
・
中
学
生
の
福
祉
作
文
・

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
選
者
決
定

（
敬
称
略
）

［小学生の部］
植松　端生
(小立小6年)

［中学生の部］
小佐野　美紀
(勝山中2年)


